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平成17年度予算の概要

区　　　分 予　算　額 

一般会計 ２０５億円 　　　　　

特　
　
　
　
　

別　
　
　
　
　

会　
　
　
　
　

計

国民健康保険事業
　　　　　　( 事業勘定 )

３８億６,５１５万円

老人保健医療事業 ４５億４,１０４万円

介 護 保 険
(介護サービス事業勘定 )

８億４,３９３万円

介 護 保 険
　　　　( 保険事業勘定 )

２３億９,４４７万円

簡 易 水 道 事 業 ９億８,２６０万円

下 水 道 事 業 ３９億９,３００万円

国民健康保険事業
　　　　( 診療施設勘定 )

３億６,３６１万円

ＣＡＴＶ放送事業 ６,８３７万円

ＣＡＴＶ通信事業 ３,２３４万円

下 呂 財 産 区 １,５４６万円

竹 原 財 産 区 ６７万円

上 原 財 産 区 １１４万円

中 原 財 産 区 ４２５万円

金山町金山財産区 １,０４６万円

金山町下原財産区 ７４５万円

金 山 町 東 財 産 区 ２３万円

小　　計 １７０億８,４１７万円

企 

業 

会 

計

水 道 事 業 ３億７,０９３万円

下呂温泉合掌村事業 ３億８,１８２万円

金 山 病 院 事 業 １５億２,９２２万円

小　　計 ２２億８,１９７万円

合　　計 ３９８億６,６１４万円

※数字は端数処理をしています。

平成17年度の予算が決まりました。

新生下呂市の将来像である「ふるさとを感じる

森と清流、人とまちが響きあう健康と交流のま

ち下呂市」を目指して、「下呂市第一次総合計画」

に基づき、着実にまちづくりを進めていきます。
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平成17年度予算の概要

市税の種類 予　算　額 構成比

市 民 税 １３億１, ８８９万円 ２６．７％

固 定 資 産 税 ３１億５, ４１３万円 ６３．９％

軽 自 動 車 税 ７, ０９７万円 １．４％

た ば こ 税 ２億４, ４７６万円 ４．９％

入 湯 税 １億５, １４７万円 ３．１％

※数字は端数処理をしています。

　
　
　

歳　　入　一年間のすべての収入のこと

自主財源　自前で収入できるお金

依存財源　国や県から交付されたり、借り入

　　　　　れたお金

地方交付税　小規模自治体でも、一定のサー

　　　　　ビスが確保できるように格差解消

　　　　　のために交付されるもの。

国県支出金　国や県の決めたルールにあった

　　　　　仕事をする場合に、必要な費用の

　　　　　一部または全部が補助されるもの。

歳　　出　一年間のすべての支出のこと

義務的経費　支出が義務づけられた経費

投資的経費　市道路や建物などの建設事業費

　　　　　や用地の購入費、災害復旧費など

扶助費　　生活保護費や障害者等への援助費

　　　　　など福祉のためのお金

物件費　　委託料や使用料、光熱水費、消耗

　　　　　品費、備品購入費、修繕費など

補助費等　市各種団体への補助金や交付金、

　　　　　保険料、謝礼など

維持補修費　施設や道路などの維持補修費
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平成17年度予算の概要

・萩原南保育園改築事業

・金山市民会館周辺公共施設整備事業

・教育指導員設置事業

(特別支援教育介護員、多人数学級補助員の学校派遣）

・小学校施設整備事業

　　　　　　　（東第一小校舎屋根防水工事ほか）

・中学校施設整備事業（竹原中進入路新設工事ほか）

・小中学校教育振興費（小中学校の情報教育の充実）

・教育国際交流事業（生徒海外研修派遣ほか）

・山之口公民館整備事業（バリアフリー化ほか）

・大威徳寺跡発掘調査事業

人が育ち・行動する“まち”をめざして

・地域情報化推進事業費（実施計画設計）

・小川２号線道路改良事業　

・市道路改良事業（１２路線で）

・地域交流センター整備（基本設計）

・南飛騨総合健康アリーナ整備事業

　　　　　　　　（調査設計・基本計画）

・しらさぎ緑地公園整備

・湯之島地内の市道800ｍのバリアフリー化

・道添団地整備　公営住宅整備の設計委託

・住宅マスタープラン策定

・飛騨牛雌牛保留対策事業

・県営中山間総合整備事業（萩原・小坂・馬瀬）

・県営ふるさと農道整備事業（森～小川～乗政）

・全国植樹祭関連事業

・大規模林道整備事業

・高地トレーニング施設整備

・コンベンション誘致強化事業

・観光振興費（桜サミット開催ほか）

・商工振興費（小口融資、商店街空き店舗活用支援）

活力ある“まち”をめざして

行政改革の推進（事務の効率化、見直しなど）

・市民憲章の制定

・ISMS（下呂市情報セキュリティ管理システムの認証取得）

・職員研修の実施

・土地評価システム整備事業

・道路管理システム導入事業（道路台帳の統合整備）

信頼の自治の“まち”をめざして



５

   平成17年度予算の主な事業（使い道）を下呂市第１次総合計画の目的ごとにまとめ、

お知らせします。

・魚付き保全林整備事業

・松くい虫被害木駆除促進事業

・ギフチョウ保護、ササユリ増殖事業

・一般廃棄物処理計画策定事業

・消防自動車等購入事業（萩原、小坂、馬瀬２台）

・消防詰所新築事業（金山第２分団第２部）

・防火水槽整備事業（上村、奥金山、数河、黒石）

・災害対策費（洪水ハザードマップ作成ほか）

・防災へリポート整備事業（萩原）

・防災行政無線機器等整備事業

・常備消防費
（119番通報システム整備、救命機器整備）

・公共施設耐震診断調査費
（昭和56年６月以前の建築物）

安全・安心の“まち”を

めざして

 

平成17年度は、１０億６，４８０万円
主な事業内容

金山市民会館周辺公共施設整備事業

小川２号線道路改良事業

森14号線道路改良事業

少ヶ野街路整備事業

しらさぎ緑地公園整備事業

高質空間形成施設整備（バリアフリーロードほか）

地域交流センター整備事業

南飛騨総合健康アリーナ整備事業

防災行政無線統合事業

萩原南保育園整備事業

障害者福祉施設整備事業

※合併特例債

 　合併特例債とは、合併に伴い行う事業などに充て
ることができる地方債（借入金）のことです。合併
特例債は、対象となる事業費の95％に充てることが
でき、その元利償還金（借入金の返済費用）の70％
が普通交付税で措置されることになっています。下
呂市では、平成26年までに196億円が借入れ可能で
すが、市の負担も大きくなります。

・社会福祉協議会活動助成

・地域福祉計画策定事業

・男女共同参画プラン策定事業

・障がい者福祉対策費（手話通訳者派遣費ほか）

・高齢者福祉対策費

・老人等緊急通報装置整備事業

・デイサービスセンター改修事業
　(金山第１デイサービスの機能充実）

・福祉医療費助成

・児童手当等給付

・保健事業（健康下呂21計画策定）

公平・公正の“まち”をめざして

平成17年度予算の概要
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全国植樹祭に向けて

全
国
植
樹
祭
は
、

主
催
は
、

主
な
内
容
は
、

開
催
日
・
場
所
は
、

【植樹祭ポスターの原画】県内小中学校・高校から1542点が応募され、神戸町立
下宮小学校３年 山川毅人さんの作品が選ばれました。

平成15年に宮崎県西都市で開かれた第55回全国植樹祭
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全国植樹祭に向けて

テ
ー
マ
は
、

整
備
が
進
む
会
場

【シンボルマーク】
　北海道から長崎県まで２０都道府県在住の方々
から１５２点が応募され、長野県大桑村の会社員
川本智さんの作品が選ばれました。

○作品の紹介
　一本の苗木を持ってかかげる姿は、森を育て、
守り、その森のめぐみを未来へつなげる使命を表
しています。緑の木、ボディの紺色は、岐阜県の
豊かな自然、清らかな川をイメージしています。

全国植樹祭会場周辺（萩原町四美）
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全国植樹祭に向けて

●

植
樹
祭
の
苗
木
を
育
て
て
い
ま
す

緑
の
子
ど
も
会
議

木製遊具に大喜びの児童

意
見
交
換
す
る
生
徒
た
ち

苗木を育てる萩原北中生徒の皆さん
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全国植樹祭に向けて

 
プ
レ
植
樹
祭
を

開
催
し
ま
す

本事業は、「緑の募金」の助成を受けて実施されます。

←　２会場を結ぶシャトルバスが運行されます。→

「森林セラピー」を体験

 森林散策会に出かけよう
　森林セラピーの講義と南飛騨健康増進

センター敷地内の林を散策し、森林セラ

ピー効果を体験します。（定員１００名）
　【場 所】   南飛騨健康増進センター散策路

　【時 間】　１２：３０～１４：３０

 全国植樹祭会場見学会
　全国植樹祭の式典会場と植樹会場を見学し

ます。現地では職員が、計画の概要や会場の

整備状況を説明します。（定員１００名）

　【場 所】   式典会場、植樹会場

　【時 間】　１３：００～１４：００

 子どもが主役

  緑の子ども会議

　萩原北、萩原南中学校２年生の皆さんや津

島市や市内のボーイスカウトの皆さんが、森

林の働きや役割などを学んだ後、苗木の植栽

を体験します。

　【時 間】　１０：３０～１５：００

 緑化少年団による苗木の植栽

  プレ植樹祭記念の森をつくろう
　緑化少年団の子どもたちで苗木の植栽を行
い、「プレ植樹祭記念の森」をつくります。
　【時 間】   １３：００～１５：００

子どもが主役

 子どもたちによる芸能発表会
　○時 間　１３：００～１４：３０

 特産物の展示販売など
　○時 間　９：００～１５：００

 木工教室　
　親子で力を合わせプランターを作ります。

　○時 間　１０：００～１１：００（５０名）

　　　 　　１３：３０～１４：３０（５０名）

 苗木の無償配布 
　苗木約８００本（ウツギ、ムラサキシキブ、
エゴノキ、クリ、トチノキ、マユミ、ヤマザ
クラ、ヤマハギ）を配布します。
　○時 間　　９：３０～１０：００
　　　　　 １４：００～１５：００

 ウオークラリー　
　あさぎりスポーツ公園から全国植樹祭会場
までの約１０㎞を自然や風景楽しみながら歩
きます。（定員３００名）
　○時 間 　８：００～１３：００

南飛騨健康増進センター
(萩原町四美 )

あさぎりスポーツ公園
(萩原町羽根 )

※事前申込
　事前申込みが必要なイベントは、
定員になり次第受付を終了します。
　受付先　下呂市役所　農林振興課
　　　 ５２-２０００( 内線１６６)



ひーなさま　みーしとくれ

ほっトピッックス

10

みんな入ろうよ　ジュニアクラブ

走って爽
そう

快　湯ったり　春気分
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っトピックスほっ

スキーシーズンを締めくくる

花咲く川辺　再び

山頂から母校を望む

地元の声援　背に健闘

転倒続出、緩斜面50ｍをつかったソリ大会
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ほっトピックス

◆となり町戦争　　　　　　三崎亜記

◆対岸の彼女　　　　　　　角田光代

◆エリカ　　　　　　　　小池真理子

◆破裂　　　　　　　　　　久坂部羊

◆ひまわりの海　　　　　　館野　泉

◆グランド・フィナーレ　　阿部和重

◆夜回り先生の卒業証書　　水谷　修

◆親の「ぼけ」に気づいたら　齋藤正彦

◆人のセックスを笑うな　山崎ナオコーラ

◆オニババ化する女たち　三砂ちづる

主な新着図書

　2000年12月10日、名古屋市近郊のベッド
タウンで、３歳になったばかりの女の子が20
日近くも段ボールの中に入れられたまま、ほ
とんど食事も与えられずにミイラのような状
態で亡くなった。両親はともに21歳、十代で
親になった茶髪の夫婦だった。なぜ、両親は
女の子を死に至らしめたのか、女の子はなぜ
救い出されなかったのか。３年半を超える取
材を通じてその深層に迫った衝撃の事件ルポ
ルタージュ。

『ネグレクト　育児放棄
　～真奈ちゃんはなぜ死んだか～』
　　　　　　　　　　杉山  春・著

今月の一冊

読者の声：一気に読んでしまいました。ぜひ多くの人に読んでもらいたい
　　　　　１冊です。（30代女性）

第 11 回小学館
ノンフィクション大賞受賞作

利用者の声　　　　
・図書館に来ると、新しい本がたくさんあってワクワクします。いつも１時間
ぐらいのんびり本を読みます。（小１・女子）

・ はぎわら図書館は、感動する本、ほのぼのした本、忘れられない本などがいっ
ぱい。子どもから大人まで、自分にあった本をゆっくり探せます。きっとステ
キな本に巡り会えます。たくさんの人が本に触れてくれるとうれしいですよね。

（30代女性）

問い合わせ先 はぎわら図書館 52-2000 小坂図書室 62-3366 
 下呂市図書室 25-2489　　金山図書室 32-2449
 馬瀬図書室 47-2111

４月の絵本の読み聞かせ
4月 9日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )
4月23日(土) 14：30 ～ (下呂中央児童館)

春の全国交通安全運動
　シートベルト・チャイルドシートの着用向上！

　

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
「
地
域
ぐ
る
み
で
守
ろ
う 

こ
ど

も
と
お
年
寄
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

運
動
の
重
点
は

　

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

　

・
二
輪
車
の
安
全
利
用
を
推
進
す
る

　

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
徹

底
す
る
の
３
点
で
す
。

　
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
」

　

昨
年
、
県
下
で
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
の
う
ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
尊
い
命
を
失
わ
ず
に
す
ん
だ
と
思
わ
れ
る
事

故
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　　

次
の
点
に
留
意
し
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
確
実
な
着
用
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

運
転
者
・
同
乗
者
は

　

・
運
転
者
は
、
助
手
席
だ
け
で
な
く
、
後
部
座
席
同
乗
者
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
よ
う
促
す
。

◇ 

家
庭
で
は

　

・
出
か
け
る
前
に
「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
忘
れ
な
い
で
」
の
一

声
を
か
け
る
。 

◇ 

地
域
で
は

　

・
地
域
に
お
い
て
も
講
習
会
を
開

く
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
着
用

の
向
上
を
図
る
。

◇ 

職
場
・
学
校
で
は

　

・
職
場
で
は
、
従
業
員
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
着
用
率
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
を
徹
底
す
る
。

　

・
学
校
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
を
通
じ
て
家
庭
内
に
お
け
る
着
用
意
識
の
向
上

を
図
る
。

4 月６日～ 15 日4 月６日～ 15 日



13

暮らしの情報あれこれ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

下
呂
市
と
国
際
姉
妹
都
市
提
携

を
結
ぶ
米
国
ケ
チ
カ
ン
市
か
ら
今

年
６
月
、
短
期
留
学
の
生
徒
た
ち

が
や
っ
て
き
ま
す
。
留
学
生
は
、

市
内
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
日
本
の
文
化
に
触
れ
市
内
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

　

そ
こ
で
滞
在
期
間
中
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
一

緒
に
過
ご
す
こ
と
で
、
外
国
の
文

化
を
学
び
、
日
本
の
文
化
を
再
発

見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
受
入
期
間　

６
月
11
日
〜
21
日

◆
受
入
人
数　

中
学
生
22
人
、

　

引
率
者
５
人（
各
家
庭
に
１
人
）

◆
申
込
期
限　

４
月
28
日
（
木
）

◆
申
込
・
問
合
先　

金
山
教
育
室

　
　
　
　
　
　

３
２
・
３
８
９
３

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員

　

下
呂
市
で
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
18
年
度
の
２
カ
年
を
か
け
て

「
下
呂
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
り
策
定
委
員
会
委

員
の
市
民
公
募
を
行
い
ま
す
。

　

策
定
委
員
会
は
、
地
域
福
祉
計

画
の
案
を
策
定
し
、
市
長
に
報
告

し
ま
す
。
委
員
は
、
福
祉
事
業
を

経
営
さ
れ
る
方
や
社
会
福
祉
活
動

を
行
っ
て
い
る
方
、
市
民
公
募
の

方
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

◆
公
募
人
員　

振
興
事
務
所
単
位

　
　
　
　
　
　

各
１
名

◆
申
込
期
限　

４
月
20
日
ま
で

◆
申
込
・
問
合
先　

福
祉
課

　
　

　
　
　
　

５
２
・
２
０
０
０

音
楽
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を

一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
！

　

下
呂
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
で

は
、「
ふ
る
さ
と
音
楽
会
」
の
実

行
委
員
と
出
演
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◆
実
行
委
員　

20
歳
以
上
の
方

で
、
音
楽
が
好
き
な
方
や
関
心
の

あ
る
方
、
催
し
物
運
営
に
関
心
の

あ
る
方
な
ら
ば
大
歓
迎
で
す
。

◆
出
演
者　
「
ふ
る
さ
と
音
楽
会
」

で
発
表
し
て
み
た
い
方
（
団
体
）

や
音
楽
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
、

発
表
の
場
を
探
し
て
い
る
方
、
ま

た
そ
の
よ
う
な
方
を
ご
存
じ
の
方

は
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

４
月
20
日
ま
で

◆
問
合
先　
（
財
）
下
呂
ふ
る
さ
と

文
化
財
団
（
下
呂
教
育
室
内
）

　
　

　
　
　
　

２
５
・
２
２
５
２

土砂災害情報通報システムの
運用を開始します。
　４月 20 日から、土砂災害の発生の恐れがある場合、防災行政

無線の屋外拡声子局と戸別受信機を利用して、市民の皆さんに放
送でお知らせします。
　このシステムは、市内に設置されている雨量計で観測した情報
を県の下呂建設事務所にある監視局で収集、蓄積、解析して、広
く市民の皆さんにお知らせするものです。
　土砂災害は、雨量と密接な関係があり、大雨が降ることにより
災害の発生する確率が高くなります。山崩れなどの土砂災害が発
生する危険な状態となった場合や予想される場合は、その地区の
皆さんに自動的に一斉放送を流します。
放送する内容は次のとおりです。

「こちらは広報下呂です。雨が降り続いているので、がけ崩れ
など、土砂災害の発生に注意しましょう。繰り返します」と続き
ます。

◆問合先　総務課防災担当　　 ２４－２２２２

■今月の市税■
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　下呂市誕生１周年記念特別公演

鳳 凰 座 歌 舞 伎
◇日　時　　５月３日（火）・４日（水）
◇場　所　　鳳凰座 ( 下呂市御厩野 )

◇時　間　　午後１時開演～午後９時ころ終演

　

◇主　催　鳳凰座歌舞伎保存会  ２６- ３２２８

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

　

市
立
金
山
病
院
で
は
「
ふ
れ
あ

い
看
護
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

院
内
の
見
学
や
簡
単
な
看
護
体

験
な
ど
を
通
し
て
、「
助
け
合
い

の
心
と
看
護
の
心
」
を
大
き
く
育

て
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
実
施
日
時　

５
月
10
日
（
火
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

◆
場
所　

市
立
金
山
病
院

◆
内
容　

病
衣
交
換
、
シ
ー
ツ
交
換
、

　

体
位
変
換
、
清せ
い
し
き拭
、
洗
髪
な
ど

◆
募
集
人
員　

10
名　

◆
応
募
期
限　

４
月
15
日
（
金
）

　

申
込
書
は
市
役
所
・
各
振
興
事

務
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
期
限
ま
で
に
当
院

受
付
窓
口
ま
た
は
、
市
役
所
市
民

課
、
各
振
興
事
務
所
市
民
生
活
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

市
立
金
山
病
院
（
池
田
ま
で
）

　
　

　
　

　
　

３
２
・
２
１
２
１

69
歳
福
祉
医
療
制
度
が

廃
止
に

　

４
月
か
ら
福
祉
医
療
助
成
制
度

の
内
、「
69
歳
老
人
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
」が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
老
人
医
療
制
度
の
１

年
前
倒
し
の
制
度
と
し
て
、
昭
和

51
年
か
ら
実
施
し
て
い
た
も
の
で

す
。

◆
廃
止
の
理
由

①
高
齢
者
の
経
済
状
況
や
寿
命
の

伸
び
に
伴
い
69
歳
の
疾
病
リ
ス
ク

が
大
き
く
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
老
人
保
健
制
度
の
改
正
に
よ

り
、
老
人
医
療
制
度
が
70
歳
か
ら

75
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

※
70
歳
か
ら
は
高
齢
受
給
者
証
が
交

　

付
さ
れ
ま
す
。

◆
廃
止
の
内
容

時　

期　

平
成
17
年
４
月
１
日

対
象
者　

平
成
16
年
度
中
に
資
格

を
取
得
さ
れ
た
方
（
昭
和
11
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
ま
で
）
は
受

給
者
証
の
有
効
期
間
終
了
ま
で
利

用
で
き
ま
す
。

◆
申
請　

平
成
18
年
９
月
30
日
ま

で
に
、
申
請
書
に
領
収
書
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

市
民
課
ま
た
は
市
民
生

活
課

２
４
・
２
２
２
２
（
内
線
２
５
８
）

高
山
国
道
事
務
所

下
呂
維
持
出
張
所
が
新
設

　

国
道
41
号
を
管
理
す
る
国
土
交

通
省
高
山
国
道
事
務
所
の
「
下
呂

維
持
出
張
所
」
が
、
４
月
１
日
、

萩
原
町
羽
根
の
下
呂
総
合
庁
舎
内

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
道
に
関
す
る
道
路
占
有
許
可

な
ど
の
各
種
申
請
が
、
市
内
で
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
皆
さ
ん

に
身
近
な
存
在
に
な
り
ま
す
。
道

路
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
岐
阜
国
道
事
務
所
の
所
管
で
あ
っ
た

下
呂
・
金
山
地
域
を
走
る
国
道
41
号

は
、
４
月
１
日
か
ら
高
山
国
道
事
務
所

の
所
管
に
な
り
ま
し
た
。

◆
問
合
先　

高
山
国
道
事
務
所

　

下
呂
維
持
出
張
所

５
２
・
４
１
７
０

市営住宅入居者募集
◆金山地域

　特定公共賃貸住宅（単身用）

　①池田団地　３０３号

　耐火構造　１LDK

　使用料　21,000 ～ 35,000 円

◆申込期限　４月 18 日（月）

◆問合先　建設課住宅係　

　　　　　 52-2000

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　

平
成
17
年
４
月
６
日
〜
15
日

絵本でおなじみ

　“からすのパンやさん”の
　　　　　ペープサートコンサート
◇日　時　４月２３日（土）　午前10時30分～

◇場　所　下呂市民会館

◇内　容　子どもたちの大好きなお話「からすのパンや

さん」を歌とペープサートで楽しみます。(会員対象)

いつでも、だれでも入会できます。(年少児以上１人１月800円)

◇主　催　益田子ども劇場事務所
　　　　　 ５２－４０５３　(熊崎090-7317-0383)

しだれ桜の四美の里

　さわやかウォーキング
◇日　時　４月１７日（日）　午前９時 集合

◇場　所　下呂総合庁舎駐車場または諏訪城址入口のいずれか

◇その他　萩原町中央用水の遊歩道を歩きます。

保険料１人200円要、弁当など。詳細・申込は下記まで。

◇主　催　南飛騨健康増進センター ５５－００１０

　　　　　　 (財)岐阜県健康長寿財団南飛騨健康道場
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コイヘルペスウイルス（ＫＨＶ）病を防ぐには
皆さんの協力が必要です。
市内でＫＨＶを検出
今年２月、市内の個人の池で飼育されていたニシ
キゴイからコイヘルペスウイルス（ＫＨＶ）が検出
されました。

ＫＨＶとは、
　ＫＨＶは、1997年に外国で見つかったコイ特有
の新しい病気で、日本への侵入時期やルートは分
かっていませんが、2003年10月ころから各地に広
がっています。
　感染すると、えらが色あせ、泳ぎが鈍くなり、え
さを食べなくなります。幼魚から成魚まで発生し、
今のところ有効な治療法もないため、ほとんど死ぬ
といわれます。

　感染したコイから水を介して、別のコイに感染し
ますが、コイ（マゴイとニシキゴイ）以外の魚や人
には感染しません。仮に感染したコイを食べても、
人体に影響ありません。
　ＫＨＶは、水温が18℃～ 25℃で発病すると言わ
れ、冬場はコイの体に潜み、水温が上がれば感染の
拡大の恐れもあります。個人の池や河川などで、コ
イに異常が見られた場合は、すぐに連絡をお願いし
ます。通報や情報が遅れると、ＫＨＶのまん延を拡
大させる恐れがあります。
　皆さまのご協力をお願いします。

◆問合・連絡先
　岐阜県淡水魚研究所　 ５２－３１１１
　市役所農林振興課　　 ５２－２０００

４
月
１
日
か
ら

月

日
か
ら

個
人
情
報

個
人
情
報
保
護
法
が
全
面
施
行

保
護
法
が
全
面
施
行

お
い
し
い
野
菜
づ
く
り
に

お
い

い
野
菜
づ
く

に

地
元
の
良
質
な

地
元
の
良
質
な
堆堆た

い
ひ肥肥
をを

市内の家畜のふん尿を使った良質堆肥の紹介

※ご注文などは、生産者へ直接お問い合わせください。
　生産方法や家畜の種類により成分特性に差があります。

地域 地区名 生産者名 家畜の種類 電話番号

萩

原

尾　崎
野　上
上　呂
尾　崎
尾　崎

飛騨はぎわら牛生産組合
高橋　　均
熊崎　陽輔
堀田農産㈲
伊達　智春

肉用牛
肉用牛
肉用牛
豚
鶏

54-1718
55-0224
55-0717
55-0508
55-0892

小
坂

大　島
大　島

石原　郁夫
石原　晴男

乳用牛
乳用牛

62-2565
62-3720

下

呂

野　尻
御厩野
蛇之尾
御厩野
蛇之尾
蛇之尾
蛇之尾
御厩野
宮　地

下呂有機堆肥生産組合
中島畜産
㈲飛騨下呂温泉牧場
河村　建樹
田口　千勝
田口　文明
今井　耕一
丹羽　敏博
熊崎　勝寿

肉用牛
肉用牛
肉用牛
乳用牛
乳用牛
乳用牛
乳用牛
鶏
鶏

26-2319
26-2426
27-1129
26-2363
27-1081
27-1061
27-1250
26-2336
26-2239

金

山

中　切
戸　部
菅　田
菅　田
菅　田
中　切

矢嶋　秀己
河尻　匠示
佐古　　保
星屋　悦雄
星屋　隆茂
㈲丸産畜産センター

肉用牛
肉用牛
肉用牛
肉用牛
肉用牛
豚

32-3670
33-2014
33-2110
33-2031
33-2032
32-3660

馬
瀬 黒　石 森　　　正 鶏 47-2262
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金
山
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み　

「
お
花
見
」

▼
春
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
も
一
緒

に
お
花
見
し
ま
し
ょ
う
。（
集

合
後
、
長
福
寺
横
の
忠
霊
塔

公
園
に
行
き
ま
す
）

日
時

　

４
月
８
日
（
金
）
10
時
30
分
〜

「
鯉
の
ぼ
り
」
づ
く
り

▼
か
わ
い
い
鯉
の
ぼ
り
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
、
お
部
屋
に
飾

り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
25
日
（
月
）
〜

　

５
月
２
日
（
月
）
10
時
30
分

問
合
先　

ほ
ほ
え
み
家
族　

０
９
０･

２
３
４
６･

２
４
２
２

お
ひ
さ
ま
は
う
す 

４
月
開
館
日

▼
26
日
の
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
は
、

手
遊
び
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
、
ゲ
ー

ム
な
ど
楽
し
い
催
し
が
一
杯
で

す
。 

（
金
山
教
育
課

３
２
・
３
８
９
３
）

母子家庭のお母さんを応援します

下呂市自立支援教育訓練給付金

　母子家庭のお母さんを対象に、ホームヘルパーや医療事

務など職業能力開発のための講座を受講される場合、受講

料金の４割を給付します。

●対象者は、

▽児童扶養手当の支給を受けている方、または同様の所得

水準にある方。

▽受講開始日において、雇用保険法による教育訓練給付の

受給資格を有していないこと。

▽支給対象者の職業訓練、技術、資格の取得状況や労働市

場の状況などから判断して、その教育訓練を受けること

が適職に就くために必要と認められるもの。

●支給額は、

　対象教育訓練の受講のために、支払った費用の４割に相

当する額を受講終了後に支給します。

●詳しくは、市役所福祉課（ 52-2000）まで

母子寡婦家庭や父子家庭の生活を支援します

日常生活支援事業

　母子寡婦家庭や父子家庭の方が、日常生活を営むのに支

障が生じている場合に、その生活を支援するヘルパーなど

の家庭生活支援員を派遣します。

▼どんなときに派遣されるの？

　自立に必要な勉強などをするとき、就職活動をするとき、

冠婚葬祭、出張および学校などの公的行事に参加するとき、

けがや病気、事故、災害時など一時的に生活援助や保育サー

ビスが必要なときなどです。

▼支援員は何をしてくれるの？

　乳幼児の保育、食事の世話、住居の掃除、身の回りの世話、

生活必需品の買い物などを行います。

▼支援員はどんな人？

　家庭生活支援員の登録者で、ホームヘルパー３級以上の

資格を持った人です。(随時、支援員の登録も行っています )

▼支援を受けるには、

　原則事前に登録が必要です。下呂市母子寡婦福祉連合会 

　（市役所福祉課 52-2000）までお尋ねください。

日にち 開館時間 会　　　　場

13日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

22日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

26日(火) 10:00 ～ 11:30 健康館  「親子で遊ぼう」

27日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

母子父子家庭の皆さんを応援します

小中学校に入学する児童・生徒に 
福祉金を支給します　　　　　　

　市では今年４月に小・中学校に入学する児童・生徒をも
つ母子父子家庭の方に、福祉金を支給します。対象となる
方は、４月22日までに福祉課または健康福祉課で手続き
してください。
　問合先　福祉課　 52-2000 (担当　加藤、大坪)

愛の献血にご協力を！

▽4月20日（水）下呂市役所10:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00

▽4月21日（木）金子工業㈱＜萩原＞9:00 ～ 12:00、13:00

～ 16:00　▽4月22日（金）馬瀬中央公民館 9:30 ～ 11:30、

金山カヤバ製作所㈱ 13:30 ～ 16:00

犬の登録と
狂犬病予防注射の
お知らせ
　生後90日を経過した犬は、登録と毎年の狂犬病予防注
射が法律により義務づけられています。犬を飼われてい
る方は、必ず受けましょう。

●登録済みの方は、注射料金3,070円と通知ハガキをご持
参ください。
●登録されていない方、新しく犬を飼われた方は、注射
料金3,070円と登録手数料3,000円が必要です。今回新た
に登録される方は、犬の名前・種類・生年月日・性別・
特徴などの聞き取り調査をしますのでご協力をお願い
します。
◆地域別開催日
地　域 実　施　日

萩原地域  ４月11日、12日、13日 会場・受付時間などの詳細
は、下呂市健康福祉環境部
健康課（ 52-2000）または、
小坂健康福祉課 62-2940
下呂健康福祉課 25-2680
金山健康福祉課 32-4500
馬瀬健康福祉課 47-2111
まで、お問い合わせください。
※登録済みの方へは、
　実施日の１週間前までに
ハガキで通知します。

小坂地域  ４月14日、15日

下呂地域  ４月18日、19日、20日

金山地域  ４月21日、22日、25日

馬瀬地域  ４月26日
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らしの情報あれこれ暮ら

国
民
年
金
な
ど
の
年
金
制
度

改
正
が
順
次
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
３
月
号
の
「
特

別
障
害
給
付
金
制
度
」
に
続
い
て
、

平
成
17
年
４
月
か
ら
の
主
な
変
更

点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
月
額
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
す

◆
単
身
世
帯
の
保
険
料
免
除
の

所
得
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
す

◆
第
３
号
被
保
険
者
の
特
例
が

実
施
さ
れ
ま
す

い
ず
れ
の
内
容
も
詳
細
は
、

保険証
●こんなときは、14 日以内に届け出を

○就職・転職などで、職場の健康保険などに加入したとき。

○転職・退職などで、職場の健康保険などを脱退したとき。

○他の市町村に転出するとき。

○他の市町村から転入したとき。

　加入の届け出が遅れると、遅れた分もさかのぼって

保険税を納めることになります。また、脱退の届け出

が遅れてうっかり国民健康保険（以下「国保」）の保険

証で医療機関にかかると、国保から支払われた分の医

療費を返していただくことになります。

を大切に国民健康保険
被保険者証

●長期間住所を離れるときは、

　保険証は一世帯に１枚ですが、加入者が旅行や出稼ぎ

などで長期間住所を離れるときや、

就学などで他の市町村へ居住する場

合は、別に保険証が交付されます。

○申請に必要なもの　保険証、在学

（園）証明書など

～ 病気やケガでお医者さんにかかるときは、必ず保険証を窓口に提示しましょう ～

　保険証（被保険者証）は、下呂市の国民健康保
険の加入者であることを証明するものです。
　大切に保管しましょう。

不明な点は、市民課国保係または振興事務所市民生活課窓口でお尋ねください

（ ）

国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
３
５
８
０
円
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～ H17 年度Ⅰ期水中運動教室  生徒募集 ～
　５月９日の週から７月１５日の週までの 10週間、１教室
10回の水中運動教室を行います。
　内容は、「水中ウォーキング」「腰痛改善教室」「ソフトス
イミング＆ウォーキング」「アクアビクス」です。

－ 詳しくは４月９日の朝刊チラシをご覧ください － 

泉質　アルカリ性単純泉
効能　神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、運動マヒ、関節のこわばり、うちみ、くじき、
　　　慢性消化器病、痔（じ）病、冷え性病、後回復期、疲労回復、健康増進
風呂　男女別内湯、男女別露天風呂、薬草風呂・家族風呂

■入浴料　大人５００円（プール込み７００円）　
　　　　　  子ども（小学生）３００円（プール込み４００円）
■営業時間　４月～６月　AM10:30 ～ PM9:30 ■定休日 毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
■下呂市萩原町四美１４２６－１ 

■℡５６－４３２６　http://www.shimizunoyu.com

　

４
月
に
な
り
、
学
校
も
会
社
も
市

役
所
も
新
年
度
に
入
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
下
呂
市
第
１
次
総
合

計
画
」
の
最
初
の
年
に
な
り
、
本
当

の
意
味
で
の
下
呂
市
の
ス
タ
ー
ト
の

年
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
総
合
計
画
は
、
向
こ
う
10

年
間
の
下
呂
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
（
全
体
像
）
を
描
く
も
の
で
、
長

期
的
な
下
呂
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

も
の
で
す
。

　

生
活
環
境
、
都
市
基
盤
の
整
備
、

教
育
・
福
祉
・
文
化
の
充
実
、
産
業

振
興
な
ど
を
財
政
状
況
と
に
ら
み
合

わ
せ
な
が
ら
、
大
勢
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
お
聞
き
し
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
作
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
は
大
き
な
事
業
、
合
併

前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
要
望
さ

れ
て
い
た
事
業
も
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
全
て
の

事
業
は
で
き
ず
、
公
平
公
正
に
優
先

順
位
を
考
え
、
も
の
に
よ
っ
て
は
見

送
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も
あ
る
中

で
ま
と
め
あ
げ
、
３
月
議
会
に
お
い

て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
合
併
し
て
日
が
浅
い
こ
と

も
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
自
分
の
住
む
地
域
の
こ
と
は
分

か
っ
て
も
、
他
の
地
域
の
事
業
は
、

内
容
が
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い
と
い

う
の
が
実
情
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

大
き
な
予
算
を
伴
う
も
の
で
す
の
で
、

そ
の
事
業
の
内
容
と
有
効
性
を
き
ち

ん
と
説
明
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
同
意
）
を

取
り
付
け
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
私
は
、
体
と
時
間
の
許
す
限

り
「
市
政
懇
談
会
」、「
市
民
サ
ロ
ン
」

と
い
う
形
で
、
直
接
地
域
に
出
向
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
も
ぜ
ひ
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
加
え
、
特
定
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
容
を
説
明
す
る
た
め
の

「
出
前
説
明
会
」
も
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
が
〝
納
得
〞
の
上
で
事
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
併

以
前
よ
り
良
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
れ

ば
、
悪
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
合
併
の
効

果
と
い
う
も
の
は
一
朝
一
夕
に
現
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
か
な
り
時
間
が

か
か
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
10
年

く
ら
い
た
っ
て
「
合
併
し
て
良
か
っ

た
な
ぁ
」
と
思
え
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
計
画
的
に

着
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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　下呂市に吹奏楽のそよ風を吹かせようと、昨年

12月、「下呂市民吹奏楽団」（谷澤秀人団長）が誕生

しました。４月30日には、「第１回下呂市吹奏楽祭」

が計画され、新しいまち・下呂市に、音楽を通して

の交流と文化が広がろうとしています。

　下呂市民吹奏楽団は、旧益田高校吹奏楽部のＯＢ

会をつくろうという動きの中から発展的に誕生し、

金山地域で活躍していた「ぽこ・あ・ぽこ」のメン

バーや音楽好きの仲間たち約30人が集まりました。

　団員は、20代から50代の会社員や主婦、公務員

などさまざま。忙しい仕事や家事のかたわら、星雲

会館などで週３回の練習に励んでいます。十数年ぶ

りに楽器にふれるという団員も多く、悪戦苦闘しな

がら音をだしています。

　当面の目標は、「毎年秋に開かれる飛騨地域の中

学、高校、一般の吹奏楽団の発表会『全飛吹奏楽祭』

に出場すること」と谷澤団長。すでに地域イベント

への誘いもあり、吹奏楽を通して音楽文化の向上や

まちづくりに貢献していきたいと夢を語っています。

【問合先】副団長  中嶌 真さん 25-3294 (090-2937-1549)

　　　　　ホームページ　http://mbb.webin.jp/

　下呂市は、市民との協働の新しいまちづくりを

進めていきます。

　広報紙では、今月号からこのコーナーで、まち

づくりなどに取り組む皆さんを紹介し、応援して

いきます。

Mashita Breezy Brass ＜マシタブリージーブラス＞ 

指導する谷澤団長

練習に集まった団員の皆さん

　　
　

毎
月
１
回
発
行

印
刷
／
（
有
）金
山
印
刷
所




